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平成２３年第１回鳴沢村議会定例会会議録 

平成２３年３月７日、鳴沢村議会定例会は鳴沢村役場に招集された。 

１、応招議員 

   １番 田 中   稔     ２番 三 浦 利 雄 

   ３番 小 林 礼 一     ４番 梶 原 岩 男 

   ５番 渡 辺 久 男     ６番 渡 邉 雄 司 

   ７番 渡 辺   泉     ８番 小 林 茂 澄 

   ９番 小 林 利 雄 

２、不応招議員 

 なし。 

３、出席議員 

   １番 田 中   稔     ２番 三 浦 利 雄 

   ４番 梶 原 岩 男     ５番 渡 辺 久 男 

   ６番 渡 邉 雄 司     ７番 渡 辺   泉 

   ８番 小 林 茂 澄     ９番 小 林 利 雄 

４、欠席議員 

 ３番 小 林 礼 一 

５、地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席 

  した者の職氏名 

 村長 小林 優 教育長 小林三郎 総務課長 今井俊朗 

 税務課長 渡辺伸一 企画課長 渡辺千秋 

 福祉保健課長 渡辺一博 住民課長 佐藤政中 

 振興課長 渡辺重夫 

６、本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議会事務局書記 渡邊 寛 

７、会議事件 

 承認第１ 号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予算（第４号）を 

       定める専決処分につき承認を求める件 
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 議案第１ 号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予算（第５号） 

 議案第２ 号平成２２年度鳴沢村国民健康保険特別会計補正予算 

       （第３号） 

 議案第３ 号平成２２年度鳴沢村簡易水道事業特別会計補正予算 

       （第２号） 

 議案第４ 号平成２２年度鳴沢村老人保健特別会計補正予算 

       （第２号） 

 議案第５ 号平成２２年度鳴沢村介護保険特別会計補正予算 

       （第２号） 

 議案第６ 号平成２２年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計補正予 

       算（第３号） 

 議案第７ 号平成２３年度鳴沢村一般会計予算 

 議案第８ 号平成２３年度鳴沢村国民健康保険特別会計予算 

 議案第９ 号平成２３年度鳴沢村簡易水道事業特別会計予算 

 議案第１０号平成２３年度鳴沢村老人保健特別会計予算 

 議案第１１号平成２３年度鳴沢村介護保険特別会計予算 

 議案第１２号平成２３年度鳴沢村介護予防支援事業特別会計予算 

 議案第１３号平成２３年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第１４号鳴沢村職員給与条例の一部を改正する条例を定める 

       件 

 議案第１５号鳴沢村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正 

       する条例を定める件 

 議案第１６号鳴沢村防犯カメラの設置及び維持管理条例の一部を 

       改正する条例を定める件 

 議案第１７号母子家庭厚生年金給付条例を廃止する条例を定める 

       件 

 議案第１８号鳴沢村住民生活に光をそそぐ基金条例を定める件 

 同意第１ 号鳴沢村固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を 
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       求める件 

８、本日の議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  諸般の報告 

       村長所信表明 

 日程第３  会期の決定 

 日程第４  承認第１ 号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予算 

             （第４号）を定める専決処分につき承 

             認を求める件 

 日程第５  議案第１ 号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予算 

             （第５号） 

 日程第６  議案第２ 号平成２２年度鳴沢村国民健康保険特別 

             会計補正予算（第３号） 

 日程第７  議案第３ 号平成２２年度鳴沢村簡易水道事業特別 

             会計補正予算（第２号） 

 日程第８  議案第４ 号平成２２年度鳴沢村老人保険特別会計 

             補正予算（第２号） 

 日程第９  議案第５ 号平成２２年度鳴沢村介護保険特別会計 

             補正予算（第２号） 

 日程第１０ 議案第６ 号平成２２年度鳴沢村後期高齢者医療特 

             別会計補正予算（第３号） 

 日程第１１ 議案第７ 号平成２３年度鳴沢村一般会計予算 

 日程第１２ 議案第８ 号平成２３年度鳴沢村国民健康保険特別 

             会計予算 

 日程第１３ 議案第９ 号平成２３年度鳴沢村簡易水道事業特別 

             会計予算 

 日程第１４ 議案第１０号平成２３年度鳴沢村老人保健特別会計 

             予算 
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 日程第１５ 議案第１１号平成２３年度鳴沢村介護保険特別会計 

             予算 

 日程第１６ 議案第１２号平成２３年度鳴沢村介護予防支援事業 

             特別会計予算 

 日程第１７ 議案第１３号平成２３年度鳴沢村後期高齢者医療特 

             別会計予算 

 日程第１８ 議案第１４号鳴沢村職員給与条例の一部を改正する 

             条例を定める件 

 日程第１９ 議案第１５号鳴沢村職員の育児休業等に関する条例 

             の一部を改正する条例を定める件 

 日程第２０ 議案第１６号鳴沢村防犯カメラの設置及び維持管理 

             条例の一部を改正する条例を定める件 

 日程第２１ 議案第１７号母子家庭厚生年金給付条例を廃止する 

             条例を定める件 

 日程第２２ 議案第１８号鳴沢村住民生活に光をそそぐ基金条例 

             を定める件 

 

◎議長あいさつ 

議長（小林利雄君） 平成２３年第１回定例会開会に先立ち、ごあ

いさつ申し上げます。 

  ３月に入り日ごとに春めいてまいりましたが、今日はあいにく

大雪となり、足元の悪い中ご苦労さまです。まだまだ寒暖の差

が大きいので、体調には十分気をつけてください。 

  最近の自然災害は規模が大きく、日本では新燃岳の噴火、ニュ

ージーランドでは大地震が発生して、日本人も巻き込み、多く

の尊い人が亡くなりました。鳴沢村では、防災訓練、食料の備

蓄等を行っているわけですが、今以上に、普段からの対策、準

備をお願いいたします。 
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  地球全体が異常気象になり、農産物の値上げが次々と発表され、

国民の生活は苦しくなるばかりです。 

  また、今、政府が取り組み検討しているＴＰＰは、輸出産業に

は大きく寄与しますが、農業にとりましては、お手元に配布い

たしました農協の請願書のとおり、多くの問題が発生して村民

にも影響があると心配しております。 

  私たち村議員は任期が２ヶ月を切り、最後の定例議会となりま

した。皆様の活発なご意見をお願いいたしまして、あいさつと

いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

開会 午後１時４７分 

議長（小林利雄君） ただいまから平成２３年第１回鳴沢村議会定

例会を開会いたします。 

  欠席議員の報告を致します。 

    小林 礼一 議員が病気療養中のため、欠席届が提出されてお

ります。 

  ただいま出席議員は８名で、定足数に達しておりますので、直

ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであり

ます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（小林利雄君） これより日程に入ります。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第１１５条の規定により、

渡辺 泉君、小林茂澄君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 諸般の報告 
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議長（小林利雄君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  初めに、地方自治法第１２１条の規定により、村長及び教育委

員長に対し説明員の出席要求を行ったところ、お手元に配布し

たとおり説明員の委嘱、委任について通知がありましたので、

ご了承願います。 

  次に、監査委員より、地方自治法第２３５条の２第３項の規定

による例月現金出納検査の結果について、お手元に配布したと

おり報告がありました。 

  報告書の内容については朗読を省略いたします。 

  次に、昨年１２月２０日に第５回町村議会議長会が、１月１１

日に第６回町村議会議長会議が、２月２２日に第７回町村議会

議長会議が山梨県自治会館において開催されました。 

  審議結果については、お手元に配布しておりますので、朗読を

省略いたします。 

  次に、議員派遣については、お手元に配布したとおりでありま

す。 

  ご出席いただいた議員各位には大変ご苦労さまでした。 

  次に、２月９日に全国町村議員会館で全国町村議会議長会表彰

が開催され、渡邉雄司君が議員１５年以上在職者として自治功

労者表彰を受賞されましたので、報告いたします。 

  渡邉雄司議員におかれましては、大変おめでとうございます。 

  次に、平成２２年第４回定例会において議決した議会運営委員

会の閉会中の継続調査についての報告を求めます。議会運営委

員長 渡邉雄司君。 

議会運営委員長（渡邉雄司君） 委員会の閉会中の継続調査関係に

ついての報告をさせていただきます。 

  平成２２年第４回定例会において、本会議の会期日程と議会の

運営に関する事項について継続調査を要する旨を議長に対し申
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し出、１２月１６日の本会議において議決された件についての

報告であります。 

  ３月２日午後３時より議員控室において委員会を開催いたしま

した。 

  委員５名と議案説明のため総務課長、職務のために議会事務局

書記、また企画課長の出席がありました。 

  決定された事項については、次の４項目です。 

  １、会期は本日より３月１８日までの１２日間とし、配布して

ある会期日程表のとおりとすること。 

  ２、議案等の委員会付託は配布してある議案付託表のとおりと

すること。 

  ３、議案第１号から議案第６号まで並びに議案第７号から議案

第１３号までの一括議題、一括採決とすること。 

  ４、一般質問通告日は３月４日月曜日、正午までとすること。 

  以上であります。 

  なお、閉会中の継続調査申し出につきましては、本会議の会期

日程等、議会の運営に関する事項について継続調査を要するも

のと決定いたしましたので、会議規則の規定により議長に申し

出をいたしました。 

  以上で議会運営委員会の閉会中の継続調査についての報告を終

了します。 

  なお、本議会は平成２２年度の最後の議会でございます。また、

議案等についても、鳴沢村の１年間の台所を預かる予算審議と

いう非常に重要な議会でございますので、皆さんのご協力によ

りまして、意義ある、また円滑な議会運営ができますようご協

力をお願いし、報告とさせていただきます。 

（「３月１４日だった」の声あり） 

議会運営委員長（渡邉雄司君） 私は３月１４日月曜日の一般質問
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と言ったつもりですけれども、何か３月４日と言ったそうでご

ざいますから、訂正をさせていただきます。３月１４日月曜日、

正午までとして訂正させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

議長（小林利雄君） 次に、同じく第４回定例会において議決した

建設産業経済常任委員会の閉会中の継続調査についての報告を

求めます。建設産業経済常任委員長 三浦利雄君。 

建設産業経済常任委員長（三浦利雄君） 建設産業経済常任委員会

の閉会中の継続調査についての報告をさせていただきます。 

  平成２２年第４回定例会において、所管事務の調査について継

続調査を要する旨を議長に対し申し出、１２月１６日の本会議

において議決された件についての報告であります。 

  本日午後１時より議員控室において委員会を招集いたしました。 

  委員５名全員と議長、職務のために総務課長、振興課長及び議

会事務局書記の出席がありました。 

  招集に係る事件は、閉会中の継続調査申し出の件です。 

  閉会中の継続調査申し出につきましては、所管事務の調査につ

いて今後も継続調査を要するものと決定いたしましたので、会

議規則の規定により議長に申し出ました。 

  以上で建設産業経済常任委員会の閉会中の継続調査についての

報告を終わります。 

議長（小林利雄君） 次に、同じく第４回定例会において議決した

広報常任委員会の閉会中の継続調査についての報告を求めます。

広報常任委員長 渡辺久男君。 

広報常任委員長（渡辺久男君） 広報常任委員会の閉会中の継続調

査について報告させていただきます。 

  平成２２年第４回定例会において、所管事務の調査について継

続調査を要する旨を議長に申し出、１２月１６日の本会議にお
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いて議決された件についての報告であります。 

  ２月１５日午前９時３０分より議員控室において広報常任委員

会を開催いたしました。 

  委員４名と議長、職務のために総務課長及び議会事務局書記の

出席がありました。 

  招集に係る事件は、鳴沢村議会だより第３号（案）について及

び閉会中の継続調査申し出の件の２件です。 

  既にご覧いただいたと思いますが、議会だより第３号について

レイアウト、掲載記事内容等の広報構成を協議し、今月１日に

全戸配布いたしました。 

  また、閉会中の継続調査申し出につきましては、所管事務の調

査について継続調査を要するものと決定いたしましたので、会

議規則の規定により議長に申し出をしました。 

  以上で広報常任委員会の閉会中の継続調査についての報告を終

了いたします。 

議長（小林利雄君） 以上で諸般の報告を終わります。 

  次に、村長より所信についての発言を求められておりますので、

これを許可します。鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） ただいま議長さんから所信表明の許可をいた

だきましたので、私の所信について申し上げます。 

  本日、ここに平成２３年第１回鳴沢村議会定例会が開催される

に当たり、私の村政運営に対する所信の一端を述べさせていた

だきます。議員各位並びに村民の皆様のご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

  私が村長に就任し３年が経過したところでありますが、我が国

経済については、景気はこのところ足踏み状態となっておりま

すが、失業率が高水準にあるなど厳しい状況にあります。 

  政府におかれましても、民主党内部の政治と金に関わる小沢氏
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が強制起訴され、党員資格停止や一部議員による会派離脱の動

きが出るなど、政治情勢は混迷の度合いを深めております。 

  そんな中で、予算や子ども手当などの関連法案などの行方を懸

念しているところでもあります。 

  昨年は、第１回の富士・鳴沢紅葉ロードレース大会が穏やかな

天候の中で、２，０００人を超える参加者が活き活き広場をス

タートに各コースにチャレンジしていただき、本大会のアドバ

イザーとして瀬古利彦氏にお願いし、ランナーへの声援やスタ

ーターを務めていただきました。 

  参加賞の高原野菜やソバも大好評で、大会運営には大勢の関係

機関、団体、ボランティアの方々にも早朝からご協力をいただ

き、本大会が成功することができましたことに深く感謝を申し

上げます。本年も１０月１６日に第２回を予定しております。 

  また、鳴沢村地域情報通信基盤整備推進事業につきましても、

地域活性化公共投資臨時交付金を活用し、光ケーブル網を村内

全域に整備することにより、より高速な情報通信が可能となり、

企業の進出にも期待を寄せておるところでございます。 

  また、富士桜別荘地区のテレビ放送の受信状況が悪く、従来か

らＣＡＴＶ放送の視聴要望が多く寄せられており、今回の整備

で光ケーブルとＣＡＴＶ放送ケーブルを接続することで別荘地

内での利用が可能となり、本年４月より運用が実施されます。 

  また、住宅用火災警報器の既存住宅への設置義務が本年６月ま

でであることを受けまして、昨年１０月上旬より警報機の無料

配布を実施し、家庭用簡易消火具も無料で配布を行ったところ

です。本年も防災訓練を８月２８日に予定しております。東海

地震や直下型地震はいつ起きてもおかしくない状況が懸念され

ます。 

  中山間地域総合整備事業につきましても、大田和地区の農業集
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落道路工事、的場地区のほ場整備が間もなく終わり、今年度は

入りの棚ほ場整備、灌漑かんがい管路工事に入るところでござ

います。また、鳴沢地区のかんがい用井戸ボーリングも掘削を

予定されております。 

  平成２２年度のふるさと応援寄附者は４７名で、４４０万円を

超える寄附をいただきました。ご寄附いただいた方々に深く感

謝し、要望を踏まえ有効に活用したいと考えております。 

  富士山世界文化遺産登録の７月までの文化庁への推薦書提出や、

富士山の入山者から徴収する環境保全協力金の導入など、いろ

いろな懸案に対応していかなければならないと考えております。 

  本年度新規事業としては、小学校校舎屋根改修工事と太陽光発

電設備事業が予定されており、地球環境保全に対する意識の高

揚、環境負荷の少ない発電、ＣＯ２の排出されないクリーンエネ

ルギーとして児童、職員等に環境エネルギーの大切さの普及啓

発が期待されます。 

  本年は選挙の年で、４月には１０日に統一地方選挙の県議会議

員選挙、２４日に村議会議員選挙、７月には農業委員選挙が控

えております。 

  世界情勢は厳しく、税収入も減少している状況ではありますが、

平成２３年度一般会計予算は前年に比較して１０．５％増加の

１７億２８２万４，０００円となっております。「暮らしやす

い村づくり」、「四季を楽しめる村づくり」、「農業所得の高

い村づくり」、「医療の安い村づくり」、「ぬくもりの村づく

り」のスローガンの実現に向けてさらなる村政発展に全力を尽

くしてまいりたいと思っております。 

  平成２３年第１回の定例会に当たり、私の考えの一端を申し上

げ、議員の皆様方の深いご支援とご協力をいただきたいことを

お願いいたしまして、所信表明とさせていただきます。 
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  どうもありがとうございました。 

議長（小林利雄君） 以上で村長の所信表明を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 会期の決定 

議長（小林利雄君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月１８日までの１２日間といた

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会

期は本日から３月１８日までの１２日間と決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 承認第１号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予 

           算（第４号）を定める専決処分につ 

           き承認を求める件 

議長（小林利雄君） 日程第４、承認第１号平成２２年度鳴沢村一

般会計補正予算（第４号）を定める専決処分につき承認を求め

る件についてを議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 承認第１号について、提案理由をご説明申し

上げます。 

  処分事項は専決第１号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予算

（第４号）で、緊急を要するものとして一般会計予算に２８４

万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１８億３，０

０７万９，０００円としたものであります。 

  この全額が感染症予防事業で、内訳は小学６年生、中学２年生、

３年生、高校１年生、計３６人を対象とする子宮頸がんワクチ
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ン接種委託料、０歳から４歳児、７８人を対象とするヒブワク

チンとも言われるインフルエンザ菌Ｂ型ワクチン接種委託料、

同じく０歳から４歳児、７８人を対象とする小児肺炎球菌ワク

チン予防接種委託料で、本年２月１日より事業実施をしており

ます。 

  この財源として、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業費県

補助金及び普通交付税を見込みました。 

  関係する国の補正予算が昨年１１月２６日に成立し、住民への

接種機会を損なうことのないよう、早期の事業執行が望ましい

とされていることから、本年１月２４日に地方自治法第１７９

条第１項の規定により専決処分を行ったことについて、同条第

３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

  以上で承認第１号についての提案理由の説明を終わらせていた

だきます。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより承認第１号を採決いたします。 
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  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

議長（小林利雄君） 起立全員です。したがって、承認第１号は原

案のとおり承認されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第５  議案第１号平成２２年度鳴沢村一般会計補正 

            予算（第５号） 

◎日程第６  議案第２号平成２２年度鳴沢村国民健康保険 

            特別会計補正予算（第３号） 

◎日程第７  議案第３号平成２２年度鳴沢村簡易水道事業 

            特別会計補正予算（第２号） 

◎日程第８  議案第４号平成２２年度鳴沢村老人保健特別 

            会計補正予算（第２号） 

◎日程第９  議案第５号平成２２年度鳴沢村介護保険特別 

            会計補正予算（第２号） 

◎日程第１０ 議案第６号平成２２年度鳴沢村後期高齢者医 

            療特別会計補正予算（第３号） 

議長（小林利雄君） 日程第５、議案第１号平成２２年度鳴沢村一

般会計補正予算（第５号）から日程第１０、議案第６号平成２

２年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）まで

の６件を一括して議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 議案第１号平成２２年度鳴沢村一般会計補正

予算（第５号）から議案第６号平成２２年度鳴沢村後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）までの６件につきまして提案
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理由をご説明申し上げます。 

  平成２２年度の各会計歳入歳出予算の総額に、緊急を要するも

のとして新たに総額１億６，７２７万１，０００円を追加し、

一般会計並びに各特別会計予算総額を２６億９，４３３万４，

０００円とするものであります。 

  歳出の概要につきましては、小学校北校舎屋根改修事業費３，

００３万１，０００円、富士山荘増築改修工事補助事業３，１

００万円、中山間地域総合整備事業工事費負担金９９８万円な

どのほか年度末までに見込まれる不用額の減額で、これらに要

する財源として村税２，７３６万円、特別交付税５，０００万

円、普通交付税２，５２７万２，０００円などを見込み、その

相当額の１億４，５４０万５，０００円を財政調整基金に積み

立てするものであります。 

  また、地方自治法第２１３条第１項の規定による繰越明許費と

して村道改良事業４，０６５万９，０００円、小学校北校舎屋

根改修工事費３，００３万１，０００円など６事業、計１億１，

８２９万６，０００円を平成２３年度へ繰り越すものでありま

す。 

  以上で議案第１号から議案第６号までの６件についての提案理

由の説明を終わらせていただきます。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議案第１号から議案第６号まで

の６件については、予算決算常任委員会に付託の上、審査する

ことにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、議案第１号か

ら議案第６号までの６件については、予算決算常任委員会に付
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託することに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第 ７号平成２３年度鳴沢村一般会計予 

             算 

◎日程第１２ 議案第 ８号平成２３年度鳴沢村国民健康保 

             険特別会計予算 

◎日程第１３ 議案第 ９号平成２３年度鳴沢村簡易水道事 

             業特別会計予算 

◎日程第１４ 議案第１０号平成２３年度鳴沢村老人保健特 

             別会計予算 

◎日程第１５ 議案第１１号平成２３年度鳴沢村介護保険特 

             別会計予算 

◎日程第１６ 議案第１２号平成２３年度鳴沢村介護予防支 

             援事業特別会計予算 

◎日程第１７ 議案第１３号平成２３年度鳴沢村後期高齢者 

             医療特別会計予算 

議長（小林利雄君） 日程第１１、議案第７号平成２３年度鳴沢村

一般会計予算から日程第１７、議案第１３号平成２３年度鳴沢

村後期高齢者医療特別会計予算までの７件を一括して議題とい

たします。 

  議案の朗読を省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 議案第７号平成２３年度鳴沢村一般会計予算

から議案第１３号鳴沢村後期高齢者医療特別会計予算までの７

件につきまして提案理由をご説明申し上げます。 

  議案第７号鳴沢村一般会計予算につきましては、歳入歳出予算

総額１７億２８２万４，０００円で、前年度比１０．５％、１

億６，１８３万２，０００円の増となっております。 
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  長引く景気の低迷により、村税収入を初めとする経常一般財源

が減少傾向にありますが、国・県支出金などの特定財源を積極

的に確保することにより予算編成を行いました。 

  主要事業といたしましては、小学校太陽光発電設備設置事業５，

９５８万９，０００円、村道改良事業８，４０３万６，０００

円、子ども手当支給事業６，２６７万５，０００円などで、こ

れらに要する財源として、村税７億５，４５３万４，０００円、

地方交付税３億１，０００万円、県支出金１億４，０３７万４，

０００円などを見込んでおります。 

  また、債務負担行為として、山梨赤十字病院及びデイサービス

センターなどの債務負担行為を設定しております。 

  議案第８号平成２３年度鳴沢村国民健康保険特別会計予算から

議案第１３号鳴沢村後期高齢者医療特別会計予算までの６件に

つきましては、各会計の歳入歳出予算合計としまして７億２７

２万１，０００円で、０．２％、１２５万８，０００円の増と

なっております。 

  引き続き歳入の確保及び歳出の節減、合理化に努め、健全で安

定的な財政運営に努める所存でありますので、議員各位におか

れましても特段のご理解とご支援を賜りたいと存じます。 

  以上で議案第７号から議案第１３号までの７件についての提案

理由の説明を終わります。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議案第７号から議案第１３号ま

での７件については、予算決算常任委員会に付託の上、審査す

ることにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、議案第７号か
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ら議案第１３号までの７件については、予算決算常任委員会に

付託することに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議案第１４号鳴沢村職員給与条例の一部を改 

             正する条例を定める件 

議長（小林利雄君） 日程第１８、議案第１４号鳴沢村職員給与条

例の一部を改正する条例を定める件についてを議題といたしま

す。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長（今井俊朗君） 議案第１４号鳴沢村職員給与条例の一部

を改正する条例を定める件についてご説明申し上げます。 

  村の職員規模では、限られた人員で多岐にわたる業務を行わな

ければならないため、１人で複数の係を兼務し、また係の長に

相当する職務は存在しない実情もあります。職務の名称の変更

に伴った所要の改正を行うものであります。 

  改正内容としましては、議案２ページ目にありますとおり、条

例第４条の別表第１、行政職給料表級別職務分類表を改正する

ことにより、３級の職務の名称を「係長、主査」の職務から

「主査」の職務に変更します。 

  同様に、４級の職務の名称を、「複雑困難な業務をつかさどる

主査」、「課長補佐」、「会計管理者」、「課長」の職務から、

「主幹」、「課長補佐」、「会計管理者」の職務に変更し、５

級の職務の名称を、「会計管理者」、「複雑困難な業務をつか

さどる課長」の職務から「会計管理者」、「課長」の職務に変

更し、３ページ目にありますとおり、６級の職務の名称を、

「特に複雑困難な業務をつかさどる課長で村長が規則で定める

職務」から「複雑困難な業務をつかさどる課長で村長が規則で

定める職務」に変更します。 
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  これらの改正は、平成２３年４月１日からの施行となります。 

  以上で議案第１４号の提案理由の説明を終わらせていただきま

す。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

５番（渡辺久男君） 議長。 

議長（小林利雄君） ５番 渡辺久男君。 

５番（渡辺久男君） ちょっとお聞きしたいんですけれども、４級、

５級に会計管理者が両方のっているんですけれども、このこと

を教えてもらいたいと思います。 

議長（小林利雄君） 総務課長。 

総務課長（今井俊朗君） 会計管理者につきましては、今、課長補

佐職の者を充てておりまして、それが４級、また５級に該当す

るような形が出てくるかということで、一応、両方に会計管理

者を入れてあります。 

  以上です。 

５番（渡辺久男君） ありがとうございました。 

議長（小林利雄君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 



－２２－ 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１４号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 議案第１５号鳴沢村職員の育児休業等に関す 

             る条例の一部を改正する条例を 

             定める件 

議長（小林利雄君） 日程第１９、議案第１５号鳴沢村職員の育児

休業等に関する条例の一部を改正する条例を定める件について

を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長（今井俊朗君） 議案第１５号鳴沢村職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例を定める件についてご説明申

し上げます。 

  育児休業法の改正に伴い、非常勤職員の育児休業について所要

の改正を行うものであります。 

  初めに、議案２ページ目から３ページ目にありますとおり、条

例第２条を改正することにより、１年以上勤務し、継続して勤

務が見込まれる非常勤職員は、育児休業をすることができない

職員の要件から外れ、育児休業を取得することができるように

なりました。 

  次に、議案３ページ目から６ページ目にありますとおり、条例

第２条の２を追加することにより、非常勤職員の育児休業期間

について定めております。 

  １号については、子どもが１歳になるまで。２号については、
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配偶者が１歳になるまで見て、以後、夫が育休を取得するよう

な場合は１歳２ヶ月まで。３号については、非常勤職員の子が

１歳以後において新たに任期が更新された場合や、配偶者の入

院や別居などにより、育児休業を延長しなければ養育に支障が

生じる場合には、１歳６ヶ月までの期間となります。 

  続いて、議案７ページ目にありますとおり、条例第３条に６号、

７号を追加することで、非常勤職員についても特別な事情があ

る場合に育児休業を取得できるようになります。 

  最後に、議案７ページ目から９ページ目にありますとおり、条

例第１７条の改正及び第１８条に３項を追加することにより、

非常勤職員についても育児短時間勤務や部分休業が可能となり

ます。 

  これらの改正は、平成２３年４月１日からの施行となります。 

  以上で議案第１５号の提案理由の説明を終わります。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１５号を採決いたします。 
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  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 議案第１６号鳴沢村防犯カメラの設置及び維 

             持管理条例の一部を改正する条 

             例を定める件 

議長（小林利雄君） 日程第２０、議案第１６号鳴沢村防犯カメラ

の設置及び維持管理条例の一部を改正する条例を定める件につ

いてを議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長（今井俊朗君） 議案第１６号鳴沢村防犯カメラの設置及

び維持管理条例の一部を改正する件についてご説明申し上げま

す。 

  山梨県地域自殺防止対策緊急強化事業により、鳴沢氷穴への防

犯カメラの設置が決定したため、条例内で道の駅と特定してお

りましたが、削除することに伴いまして改正を要するものでご

ざいます。 

  以上で議案第１６号の提案理由の説明を終わらせていただきま

す。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１６号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２１ 議案第１７号母子家庭厚生年金給付条例を廃 

             止する条例を定める件 

議長（小林利雄君） 日程第２１、議案第１７号母子家庭厚生年金

給付条例を廃止する条例を定める件についてを議題といたしま

す。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。福祉保健

課長。 

福祉保健課長（渡辺一博君） 議案第１７号母子家庭厚生年金給付

条例を廃止する条例を定める件についてご説明申し上げます。 

  この条例は、昭和３３年に施行し、母子家庭の経済的自立の助

長と母子家庭の福祉増進を図ることを目的に、毎年１月１日現

在において本村に居住し、配偶者と死別した女子で、扶養すべ

き１５歳未満の児童を擁している場合に、世帯基本額として月

額３,０００円と児童１人につき月額１,０００円を支給するも

のであります。 

  現在は、ひとり親家庭の医療費助成や国の制度による児童扶養
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手当などの制度が充実したことや、平成２２年度の支給状況に

つきましても、年金支給対象者の減少により１世帯となってお

ります。この１世帯につきましても、対象児童が１５歳を迎え

支給対象年齢から外れます。また、社会情勢の変化により離婚

世帯も年々増加傾向にあり、ひとり親家庭との均衡を図るため

に母子家庭厚生年金給付条例の廃止をお願いするものでありま

す。 

  以上で議案第１７号の提案理由の説明を終わります。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１７号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２２ 議案第１８号鳴沢村住民生活に光をそそぐ基 
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             金条例を定める件 

議長（小林利雄君） 日程第２２、議案第１８号鳴沢村住民生活に

光をそそぐ基金条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長（今井俊朗君） 議案第１８号鳴沢村住民生活に光をそそ

ぐ基金条例を定める件についてご説明申し上げます。 

  今回、国から交付を受ける住民生活に光をそそぐ交付金を原資

として、これまで住民生活にとって大事な分野でありながら光

が十分に当てられてこなかった分野に対する取り組みの強化を

図るための財源として、鳴沢村住民生活に光をそそぐ基金を設

置するものであります。 

  ２枚目をご覧ください。 

  第１条、これまで住民生活にとって大事な分野でありながら光

が十分に当てられてこなかった「知の地域づくり」の分野に対

する取り組みの強化を図るためという設置の目的です。 

  第２条、基金の額として、基金として積み立てる額は、一般会

計歳入歳出予算で定める額の範囲内で村長が定めるものとする。 

  第３条、基金の経理として、基金の経理については、地域活性

化交付金、住民生活に光をそそぐ交付金により造成した部分と、

それ以外の部分を区別して行うこととする。 

  第４条、管理として、第１項、基金に属する現金は、金融機関

への預金、その他最も確実かつ有利な方法により保管しなけれ

ばならない。 

  第２項、基金に属する現金は、必要に応じ最も確実かつ有利な

有価証券にかえることができる。 

  第５条、運用益の処理として、基金の運用から生じる利益は、

予算に計上してこの基金に編入するものとする。 

  第６条、処分として、基金はその設置目的を達成するために必
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要な経費の財源に充てる場合に限り、その全部または一部を処

分することができる。 

  第７条、委任として、この条例の施行に関し必要な事項は村長

が別に定める。 

  附則の第１項としまして、施行期日は公布の日からとするとと

もに、第２項において、この条例は平成２５年３月３１日をも

って失効し、この場合、交付金相当分に残余財産があるときは、

相当する額を予算に計上して国庫に返納するものとしておりま

す。 

  今定例会に提出しております議案第１号平成２２年度一般会計

補正予算（第５号）に計上してありますが、今回、国から交付

を受ける住民生活に光をそそぐ交付金の額を全額、この条例で

設置する基金に積み立てを行い、平成２３年度において基金か

ら繰り入れを行った上で事業の財源として充当するものであり

ます。 

  以上で議案第１８号の提案理由の説明を終わります。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

５番（渡辺久男君） 議長、暫時休憩。 

議長（小林利雄君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３８分 

 

再開 午後２時４０分 

 

議長（小林利雄君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（小林利雄君） お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議案第１８号については、審議

に慎重を期すため、本日はここまでとし、次の会議において再

度質疑を行った上で、討論、採決を行いたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本案の採決は

次の会議にて行います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（小林利雄君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。 

  お諮りいたします。 

  議会の都合により、本会議は３月８日から１７日までの１０日

間、休会としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。したがって、本会議は

３月８日から１７日までの１０日間を休会とすることに決定い

たしました。 

  なお、本会議は３月１８日午後３時２０分から再開いたします。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後２時４２分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

  平成２３年３月７日 

 

    議会議長 

 

    署名議員 

 

    署名議員 
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平成２３年３月１８日再開 

１、出席議員 

   １番 田 中   稔     ２番 三 浦 利 雄 

   ４番 梶 原 岩 男     ５番 渡 辺 久 男 

   ６番 渡 邉 雄 司     ７番 渡 辺   泉 

   ８番 小 林 茂 澄     ９番 小 林 利 雄 

２、欠席議員 

   ３番 小 林 礼 一 

３、地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席 

  した者の職氏名 

 村長 小林 優 教育長 小林 三郎 総務課長 今井 俊朗 

 税務課長 渡辺 伸一 企画課長 渡辺 千秋 

 福祉保健課長 渡辺 一博 住民課長 佐藤 政中 

 振興課長 渡辺 重夫 

４、本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議会事務局書記 渡邊 寛 

５、本日の議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  諸般の報告（一部事務組合議会報告） 

 日程第３  議案第 １号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予算 

             （第５号） 

 日程第４  議案第 ２号平成２２年度鳴沢村国民健康保険特別 

             会計補正予算（第３号） 

 日程第５  議案第 ３号平成２２年度鳴沢村簡易水道事業特別 

             会計補正予算（第２号） 

 日程第６  議案第 ４号平成２２年度鳴沢村老人保健特別会計 

             補正予算（第２号） 

 日程第７  議案第 ５号平成２２年度鳴沢村介護保険特別会計 
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             補正予算（第２号） 

 日程第８  議案第 ６号平成２２年度鳴沢村後期高齢者医療特 

             別会計補正予算（第３号） 

 日程第９  議案第 ７号平成２３年度鳴沢村一般会計予算 

 日程第１０ 議案第 ８号平成２３年度鳴沢村国民健康保険特別 

             会計予算 

 日程第１１ 議案第 ９号平成２３年度鳴沢村簡易水道事業特別 

             会計予算 

 日程第１２ 議案第１０号平成２３年度鳴沢村老人保健特別会計 

             予算 

 日程第１３ 議案第１１号平成２３年度鳴沢村介護保険特別会計 

             予算 

 日程第１４ 議案第１２号平成２３年度鳴沢村介護予防支援事業 

             特別会計予算 

 日程第１５ 議案第１３号平成２３年度鳴沢村後期高齢者医療特 

             別会計予算 

 日程第１６ 議案第１８号鳴沢村住民生活に光をそそぐ基金条例 

             を定める件 

 日程第１７ 同意第 １号鳴沢村固定資産評価審査委員会委員の 

             選任に同意を求める件 

 日程第１８ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の件 

 日程第１９ 建設産業経済常任委員会の閉会中の継続調査の件 

 日程第２０ 広報常任委員会の閉会中の継続調査の件 

 日程第２１ 一般質問 

 

開会 午後３時２１分 

議長（小林利雄君） 欠席議員の報告をいたします。 

  小林礼一議員が病気療養中のため、欠席届が提出されておりま
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す。 

  ただいま出席議員は８名で定足数に達しておりますので、ただ

いまから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであり

ます。 

  これより日程に入ります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（小林利雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第１１５条の規定により、

田中 稔君、三浦利雄君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 諸般の報告 

議長（小林利雄君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  一部事務組合議会に関する事項の報告を求めます。 

  報告者は自席にて報告を行ってください。 

  鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合議会、２番 三浦利雄

君。 

２番（三浦利雄君） ２番 三浦利雄が鳴沢・富士河口湖恩賜県有

財産保護組合議会についての報告をさせていただきます。 

  １２月２２日午前１０時より招集され、会議が行われました。 

  出席者は、議員１６名と会議事件説明のために組合長及び総務

課長の２名であります。 

  本会議においては、まず会期が１２月２２日の１日間と決定さ

れました。 

  会議事件は、議案第１４号組合長等の給与及び旅費条例の一部

を改正する条例を定めることについての専決処分の承認、議案

第１５号職員給与条例の一部を改正する条例を定めることにつ
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いての専決処分の承認、議案第１６号平成２２年度一般会計補

正予算第２号、美化協議案第５号平成２２年度美化協会計補正

予算第２号の４件であります。 

  内容につきましては、まず議案第１４号及び議案第１５号につ

いては、組合長、職員の特別手当支給率などの国家公務員に準

じた改正で、昨年１１月３０日に専決処分されたことの承認を

求めたものでございます。 

  議案第１６号一般会計補正予算第２号につきましては、予算の

総額に歳入歳出それぞれ７８７万円を追加し、予算総額を８，

９２８万４，０００円としたものです。 

  歳出の主なものとして、鹿防護柵関係の原材料１６６万円、鹿

柵関係の賃金９８万８，０００円、林道約１，５００メートル

の中心線測量委託１５４万円などで、それらの財源として部分

木売り払い収入６００万円などを充てるものでございます。 

  次に、美化協議案第５号美化協会計補正予算第２号につきまし

ては、予算の総額に歳入歳出それぞれ２２０万円を追加し、予

算総額２，３８０万３，０００円としたものです。 

  歳出の主なものとして、売店販売物品仕入れ代１３０万円、販

売材料仕入れ代５０万円などで、それらの財源として大沢売店

売上収入、２２０万円を充てるものでございます。 

  以上４件について、審議の結果、いずれも承認及び可決されま

した。 

  以上で、鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合議会について

の報告を終了いたします。 

議長（小林利雄君） 河口湖南中学校組合議会、７番 渡辺 泉君。 

７番（渡辺 泉君） ９月に開かれた第３回定例会及び、１１月２

４日の全員協議会後招集されておりませんので、特に報告事項

はありません。 
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  以上で終わります。 

議長（小林利雄君） 富士五湖広域行政事務組合議会、５番 渡辺

久男君。 

５番（渡辺久男君） 富士五湖広域行政事務組合議会について、報

告をさせていただきます。 

  平成２３年２月２４日と２５日に招集され、本会議が行われま

した。 

  会期は２４日と２５日の２日間でありました。 

  会議事件は６件で内容としまして、議案第１号平成２３年度富

士五湖広域行政事務組合一般会計予算で、予算総額は１２億５

０４万６，０００円であり、前年度予算に比べて１億２８７万

７，０００円の減額となっております。 

  歳入では、市町村の負担金１１億９，９２７万８，０００円、

使用料及び手数料５０万６，０００円、諸収入５１７万６，０

００円が主なものでございます。 

  歳出では、議会費１８７万７，０００円、総務費５，４２６万

円、消防費１１億２，６１６万円、補助費等で５，８７７万６，

０００円、公債費２，０７４万９，０００円が主なものでござ

います。 

  議案第２号富士五湖ふるさと振興整備事業特別会計予算であり

まして、予算総額は２，２３８万１，０００円となっておりま

す。 

  歳入では、財産収入８０２万８，０００円、繰越金９５万９，

０００円、諸収入１，３３９万４，０００円であります。 

  歳出では、総合ＰＲ事業費６５万円、住民交流活動費８５０万

７，０００円、積立金１，３１５万５，０００円が主なもので

ございます。 

  議案第３号富士五湖聖苑特別会計予算でありまして、予算総額
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は１億８，０８１万３，０００円、歳入では、市町村の負担金

１億３，６３４万２，０００円、使用料及び手数料２，４２２

万円、繰越金２，０００万円が主なものでございます。 

  歳出では、火葬場の管理運営に関する総務費８，１６０万７，

０００円、公債費９，７２０万６，０００円が主なものでござ

います。 

  議案第４号平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

の間における富士五湖広域行政事務組合職員の寒冷地手当の支

給に関する条例の一部改正についてです。前年度に引き続き寒

冷地手当の支給を時限的に停止することに伴い、所要の改正が

行われました。 

  議案第５号一般会計補正予算でありまして、歳入歳出それぞれ

１，１０９万円を減額し、総額を１３億３７１万３，０００円

とするものであります。 

  歳入では、消防費負担金５，７０４万９，０００円、消防費国

庫補助金１，０３７万８，０００円を増額し、消防特別負担金

７，８５１万７，０００円を減額するものであります。 

  歳出では、消防総務費８６８万４，０００円、消防事業費２４

０万６，０００円を減額するものであります。 

  続きまして専決処分報告ですけれども、これは職員の給与条例

の一部改正についてのものでありました。 

  すべての会議事件６件は、原案のとおり可決いたしました。 

  以上で、富士五湖広域行政事務組合議会についての報告を終了

させていただきます。 

議長（小林利雄君） 青木が原ごみ処理組合議会、１番 田中 稔

君。 

１番（田中 稔君） 青木が原ごみ処理組合議会についての報告を

させていただきます。 
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  ２月１０日１１時より招集され、会議が行われました。 

  議員９名と会議事件説明のために管理者をはじめ、事件説明の

ため執行部９人の出席がありました。 

  本会議においては、まず会期が本日の１日間と決定されました。 

  会議事件は１件で、内容としましては、平成２３年度青木が原

ごみ処理組合一般会計歳入歳出予算について、内容は、歳入歳

出それぞれ３，３５７万１，０００円です。基金積立金、財政

調整基金１億３，７０３万円、施設建設基金１億９９万９，０

００円。 

  いずれも原案のとおり可決されました。 

  以上で、青木が原ごみ処理組合議会についての報告を終了いた

します。 

議長（小林利雄君） 青木ヶ原衛生センター議会、１番 田中 稔

君。 

１番（田中 稔君） 青木ヶ原衛生センター議会についての報告を

させていただきます。 

  ２月２２日１１時より招集され、会議が行われました。 

  議員１１名と会議事件説明のために管理者をはじめ、事件説明

のため執行部７人の出席がありました。 

  本会議においては、まず会期を本日の１日間と決定されました。 

  会議事件は１件で内容としましては、平成２３年度青木ヶ原衛

生センター一般会計歳入歳出予算について、内容は、歳入歳出

それぞれ５，２５６万４，０００円です。基金、施設改善基金

１億２，６８２万１，０００円。 

  いずれも原案どおり可決されました。 

  以上で、青木ヶ原衛生センター議会についての報告を終了いた

します。 

議長（小林利雄君） 山梨県後期高齢者医療広域連合議会、４番 
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梶原岩男君。 

４番（梶原岩男君） 山梨県後期高齢者医療広域連合議会について

報告をさせていただきます。 

  ２月１６日午後１時３０分より招集され、本会議は２時半から

開かれました。 

  議員２４名と会議事件説明のために堀内広域連合長をはじめ、

事務局長と執行部の出席がありました。 

  冒頭、新たに就任した富士吉田市長の堀内 茂広域連合長並び

に忍野村長の天野康則副連合長の就任のあいさつがありました。 

  本会議においては、会期が１６日の１日間と決定されました。 

  会議事件は、人事２件、条例３件、補正２件、当初予算２件の

計９件でありました。 

  まず、人事は、議会運営委員１名が欠員補充され、また監査委

員には、市川三郷町の望月隆夫議員が選任同意されました。 

  次に、条例改正は、後期高齢者医療に関する条例の一部改正、

医療制度臨時特例基金条例の一部改正、職員の勤務時間・休暇

等に関する条例の一部改正の３件で、内容は、保険料軽減措置

の継続とそれに伴う基金の使途の拡大と延長及び職員の勤務時

間を１日７時間４５分、週３８時間４５分に短縮するものであ

りました。 

  次に、平成２２年度一般会計補正予算の件は、３３万６，００

０円を増額し、予算総額を５億２，０８８万３，０００円とす

るものでありました。 

  続いて、特別会計補正予算の件は、７億２２６万５，０００円

を増額し、予算総額を８６６億１，９８２万５，０００円とす

るもので、主な内容は、国からの円滑運営臨時特例交付金を臨

時特例基金に積み立て、平成２３年度保険料軽減措置に充てる

ためのものでありました。 
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  次に、平成２３年度一般会計予算の件は、対前年度比１，５９

４万５，０００円を減額し、予算総額を４億９，８４７万６，

０００円とするもので、主な内容は、特別会計事務費繰出金の

減額でありました。 

  続いて、特別会計予算の件は、対前年度比４６億２，４５１万

１，０００円を増額し、予算総額を８９３億４，９９６万７，

０００円とするもので、主な内容は、医療のための保険給付費

の増額でありました。 

  以上、すべて原案のとおり可決されました。 

  以上で、山梨県後期高齢者医療広域連合議会についての報告を

終了いたします。 

議長（小林利雄君） 以上で諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第１号平成２２年度鳴沢村一般会計補正予 

           算（第５号） 

◎日程第４ 議案第２号平成２２年度鳴沢村国民健康保険特 

           別会計補正予算（第３号） 

◎日程第５ 議案第３号平成２２年度鳴沢村簡易水道事業特 

           別会計補正予算（第２号） 

◎日程第６ 議案第４号平成２２年度鳴沢村老人保健特別会 

           計補正予算（第２号） 

◎日程第７ 議案第５号平成２２年度鳴沢村介護保険特別会 

           計補正予算（第２号） 

◎日程第８ 議案第６号平成２２年度鳴沢村後期高齢者医療 

           特別会計補正予算（第３号） 

議長（小林利雄君） 日程第３、議案第１号平成２２年度鳴沢村一

般会計補正予算第５号から、日程第８、議案第６号平成２２年

度鳴沢村後期高齢者医療特別会計補正予算第３号までの６件を
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一括して議題といたします。 

  本案に関し、予算決算常任委員長の報告を求めます。予算決算

常任委員長 小林茂澄君。 

予算決算常任委員長（小林茂澄君） 今定例会におきまして、予算

決算常任委員会に付託された議案第１号平成２２年度鳴沢村一

般会計補正予算第５号から、議案第６号平成２２年度鳴沢村後

期高齢者医療特別会計補正予算第３号までの６議案につきまし

て、審査いたしました経過と結果についてご報告申し上げます。 

  予算決算常任委員会は、会議日程に従い、去る３月７日及び３

月１４日に開催し、付託案件の審査を行いました。 

  その詳細につきましては、議員全員で構成する委員会審査であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過について述べること

は省略させていただき、審査の結果のみをご報告申し上げます。 

  審査を行った結果、本委員会に付託された６議案について、賛

成全員にて原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  以上、会議規則第３８条第１項の規定により報告いたします。 

議長（小林利雄君） これをもって委員長の報告を終わります。 

  これより質疑に入るわけですが、予算決算常任委員会は議員全

員をもって構成され、議員諸君は委員会審査の過程を済んでお

りますので、質疑を省略したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１号から議案第６号までの６件を一括して採決
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いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案についての委員長報告は可決であります。議案第１号から

議案第６号までの６件は委員長の報告のとおり可決とすること

に賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（小林利雄君） 起立全員です。したがって、議案第１号から

議案第６号までの６件は原案のとおり可決することに決定しま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第９  議案第 ７号平成２３年度鳴沢村一般会計予 

      算 

◎日程第１０ 議案第 ８号平成２３年度鳴沢村国民健康保 

             険特別会計予算 

◎日程第１１ 議案第 ９号平成２３年度鳴沢村簡易水道事 

             業特別会計予算 

◎日程第１２ 議案第１０号平成２３年度鳴沢村老人保健特 

             別会計予算 

◎日程第１３ 議案第１１号平成２３年度鳴沢村介護保険特 

             別会計予算 

◎日程第１４ 議案第１２号平成２３年度鳴沢村介護予防支 

             援事業特別会計予算 

◎日程第１５ 議案第１３号平成２３年度鳴沢村後期高齢者 

             医療特別会計予算 

議長（小林利雄君） 日程第９、議案第７号平成２３年度鳴沢村一

般会計予算から、日程第１５、議案第１３号平成２３年度鳴沢

村後期高齢者医療特別会計予算までの７件を一括して議題とい

たします。 
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  本案に関し、予算決算常任委員長の報告を求めます。予算決算

常任委員長 小林茂澄君。 

予算決算常任委員長（小林茂澄君） 今定例会におきまして、予算

決算常任委員会に付託された議案第７号平成２３年度鳴沢村一

般会計予算から、議案第１３号平成２３年度鳴沢村後期高齢者

医療特別会計予算までの合計７議案につきまして、審査いたし

ました経過と結果についてご報告申し上げます。 

  予算決算常任委員会は、会議日程に従い、去る３月１４日及び

１６日に開催し、付託案件の審査を行いました。 

  その詳細につきましては、議員全員で構成する委員会審査であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過について述べること

は省略させていただき、審査の結果のみをご報告申し上げます。 

  審査を行った結果、本委員会に付託された７議案について、賛

成全員にて原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、村当局におかれましては、審査の過程で委員各位より出

されました質疑、意見等について十分に予算執行に活かされる

よう一層の努力をお願いするものであります。 

  以上、会議規則第３８条第１項の規定により報告いたします。 

議長（小林利雄君） これをもって委員長の報告を終わります。 

  これより質疑に入るわけですが、予算決算常任委員会は議員全

員をもって構成され、議員諸君は委員会審査の過程を済んでお

りますので、質疑を省略したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第７号から議案第１３号までの７件を一括して採

決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案についての委員長報告は可決であります。議案第７号から

議案第１３号までの７件は委員長の報告のとおり可決とするこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（小林利雄君） 起立全員です。したがって、議案第７号から

議案第１３号までの７件は原案のとおり可決することに決定し

ました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 議案第１８号鳴沢村住民生活に光をそそぐ基 

             金条例を定める件 

議長（小林利雄君） 日程第１６、議案第１８号鳴沢村住民生活に

光をそそぐ基金条例を定める件を議題といたします。 

  本案については、既に提案理由の説明は終了しておりますので、

直ちに質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 質疑なしと認めます。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１８号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 同意第１号鳴沢村固定資産評価審査委員会委 

            員の選任に同意を求める件 

議長（小林利雄君） 日程第１７、同意第１号鳴沢村固定資産評価

審査委員会委員の選任に同意を求める件についてを議題といた

します。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  鳴沢村長、小林 優君。 

村長（小林 優君） 同意第１号鳴沢村固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意を求める件について、ご説明申し上げます。 

  委員であります渡辺昭郎氏が今月３１日をもって任期満了とな

りますので、後任としまして鳴沢村２１５２番地の４、渡辺茂

富氏を選任したいと思います。 

  ご存じのように渡辺茂富氏は、人格高潔で適任と認められます

ので、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を

求めるものでございます。 

  ご審議の上、同意いただきますようよろしくお願いします。 

議長（小林利雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  お諮りいたします。 

  この際、質疑、討論を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決しました。 

  これより同意第１号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めま

す。 
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（賛成者起立） 

議長（小林利雄君） 起立全員です。 

  したがって、同意第１号鳴沢村固定資産評価審査委員会委員の

選任に同意を求める件は、同意することに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の件 

議長（小林利雄君） 日程第１８、議会運営委員会の閉会中の継続

調査の件を議題といたします。 

  議会運営委員長から、会議規則第７１条第１項の規定により、

お手元に配布しました申出書のとおり、本会議の会期日程等議

会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査を要する旨

の申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。したがって、閉会中の

継続調査とすることに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 建設産業経済常任委員会の閉会中の継続調査 

       の件 

議長（小林利雄君） 日程第１９、建設産業経済常任委員会の閉会

中の継続調査の件を議題といたします。 

  建設産業経済常任委員長から、会議規則第７１条第１項の規定

により、お手元に配布しました申出書のとおり、所管事務の調

査について、閉会中の継続調査を要する旨の申し出がありまし

た。 

  お諮りいたします。 
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  委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。したがって、閉会中の

継続調査とすることに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 広報常任委員会の閉会中の継続調査の件 

議長（小林利雄君） 日程第２０、広報常任委員会の閉会中の継続

調査の件を議題といたします。 

  広報常任委員長から、会議規則第７１条第１項の規定により、

お手元に配布しました申出書のとおり、所管事務の調査につい

て、閉会中の継続調査を要する旨の申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。したがって、閉会中の

継続調査とすることに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２１ 一般質問 

議長（小林利雄君） 日程第２１、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順番に発言を許します。 

  渡邉雄司君からの村内道路工事に対する請負契約についての質

問を許します。６番 渡邉雄司君。 

６番（渡邉雄司君） 質問に入る前に、総務課長に一言お礼を申し

上げたいと思います。 

  総務課長におかれましては、鳴沢村役場職員として４２年間に

わたり村政発展のためにご尽力いただきました。総務課長にな
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られては村長の職務代理、また村長の片腕としていろいろと村

政のためにお力添えをいただきました。今月の３１日で定年退

職されるわけでございますけれども、健康には十分留意されま

して、これからも４２年間にわたって培った行政経験を、ぜひ

ともこれからの村政にも力を注いで、ご協力をお願いしたいと

思います。本当に長い間、ご苦労さまでございました。 

  それでは、一般質問に入らせていただくわけでございますけれ

ども、最近ここ５年ぐらい建設産業経済常任委員会のスタッフ

の皆さん等、非常にご苦労いただき、行政とともに力を携えな

がら村道の改良、改修等に非常にお力添えをいただいておりま

す。用地交渉から非常に大変な仕事をやっていただきまして、

最近は村内の道路がすごく利用しやすい、拡幅されまして、本

当にご尽力に感謝申し上げる次第でございます。 

  昨年の第４回の定例会でございましたけれども、最終日の１２

月１６日に村内の工事現場を視察させていただきました。たし

か道路工事の標識を見ましたら、工期が平成２２年１０月２１

日から平成２３年１月３１日となっておりまして、３ヶ月と１

０日ですか、約１００日の工期でございましたけれども、私た

ちが視察させていただいたときに恐らくあと１ヶ月、年末年始

の休暇もあるし、これで工期まで完成できるかなと、本当にそ

こを視察していただいた議員の皆さん、また役場の村長以下、

幹部職員の皆さんも恐らくそういう危惧を感じたことと思いま

す。 

  公共の工事というのは、改修の場合は、恐らく普段皆さんが使

っている道路ですし、そのために工事期間も表示して、その間

は皆さんに迷惑かけるからという形ですけれども、恐らくその

路線については大学の研修所もありますし、またホテルもあり

ますし、恐らくその標識を見て、こういう工事をこういう村で
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やっているのかなと、そんなふうに思われても、本当に善良な

村の業者がみんなそうかと見られても非常に困るわけでござい

ますけれども、非常に契約上、工期が決まった以上は、恐らく

どんなことをしても工期に間に合わせるというのが普通の請負

業者の考えかと思います。 

  そこで、振興課長にお尋ねしたいわけでございますけれども、

私も入札なんかは何回か立ち会わせていただきましたけれども、

道路の建設工事について、設計から始まって引き渡し、それか

ら代金決済まであるわけですけれども、どんな流れになってい

るか、その辺についてひとつ説明をお願いしたいと思いますけ

れども。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 渡邉雄司議員の質問についてお答えいた

します。 

  請負工事では、発注者及び請負者は契約書及び設計図書に従い

契約を履行することになっております。発注者は、契約の適正

な履行を確保するために必要な監督を行い、工事完了後の完成

検査によって工事目的物が設計図書に適合していることが確認

されれば完成と認められ、検査は合格になり、工事目的物の引

き渡しを受けてその代金を支払う、そのような流れになってお

ります。 

議長（小林利雄君） ６番 渡邉雄司君。 

６番（渡邉雄司君） それで、指名入札の形をとっているわけでご

ざいますけれども、入札参加に対する資格でございますけれど

も、通常は山梨県で各そういう建設業者の関係は経営審査とい

うのがございまして、ランクがＡクラス、Ｂクラス、Ｃクラス

とか、Ｄクラスとか、ランクがありまして、施工能力等を決め

てそういう資格が出てくるわけでございますけれども、鳴沢村
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の場合はやっぱり村内業者優先というようなことで、非常に村

内業者が優遇で村の経済効果が上がることですし、ありがたい

ことですけれども、参加資格についてはどのような基準がある

か、説明をお願いしたいと思いますけれども。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 入札参加に対する資格などということで

すけれども、鳴沢村におきましては、鳴沢村建設工事指名競争

入札参加者の資格及び選定要綱の規定に基づきまして、入札参

加資格審査申請者について適格性の審査を行い、建設業法の第

３条第１項の許可を受けて、建設業を営む者で過去２年間にお

いて地方自治法施行令第１６７条の４第２項各号に該当しなか

った者を適格者として入札参加者名簿にまず登載します。 

  指名競争入札に参加する請負業者の指名選定については、鳴沢

村建設工事請負業者指名選定委員会規程に基づき、工事の指名

競争入札に参加する請負業者の指名選定について審査し、公正

かつ適格な競争入札を執行しております。 

議長（小林利雄君） ６番 渡邉雄司君。 

６番（渡邉雄司君） それから、私がさっき言った例でございます

けれども、私は、村の約款は見たこともないですけれども、こ

れは山梨県の約款ですけれども、第４５条に履行遅滞の場合に

おける損害金等という項目がございまして、工事が一応、これ

は不可抗力による場合は別でしょうけれども、工事が普通の状

態で遅れた場合は、工事代金から損害相当部分を控除し、遅延

日数に応じて年５％の割合で計算した損害金を請求するという

項目がありますけれども、恐らく今まで私は、鳴沢村の土木業

者が非常に忠実に一生懸命やっていただいていますので、こう

いう例はないかと思うんですけれども、履行遅延、工期内に工

事ができなかった場合には、どのような対応をとっておられる
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か、お伺いしたいと思いますけれども。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 工事期間の遅延に対する村の対応という

質問ですけれども、まず村とすれば、請負業者から工期の延期

願が提出され、天災、その他やむを得ない事由により契約期間

内に契約を履行することができないと認めたときは、請負業者

の申請により、履行期限を延長することができております。 

議長（小林利雄君） ６番 渡邉雄司君。 

６番（渡邉雄司君） できるだけそういうことはないようにですけ

れども、延期の理由が不可抗力か、ある程度請負業者の怠慢か

という判断も出てくるかと思うんですけれども、できるだけそ

ういうことのないように、私が考えるには恐らく契約した以上

は公共工事ですから、もう工期内に原則的に全部できることが

望ましいことですし、もしそういうことが続くような業者があ

ったら、ある程度ペナルティーで指名の、例えば何ヶ月間停止

とか、そういうペナルティーも課して、ある程度そういう請負

業者に緊張感を持って工事施工をしていただきたいような気も

しますけれども、その点についてはいかがでしょうか。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 契約違反者の罰則等というようなことと

思われますけれども、鳴沢村の建設工事標準請負契約約款とい

うのを定めてありまして、その４５条に履行遅滞の場合におけ

る損害金、それに「受注者の責めに帰すべき事由により工期内

に工事を完成することができない場合においては、発注者は、

損害金の支払いを受注者に請求することができる」と規定され

ております。そのため、契約違反業者があった場合は、今後損

害金の支払いも検討していきます。 

  また、工事の指名競争入札に参加する請負業者の指名選定につ
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いても厳正かつ適格に審査し、請負業者の適正な選定及び指導

育成を図っていきたいと思います。 

議長（小林利雄君） ６番 渡邉雄司君。 

６番（渡邉雄司君） 平成２３年度の先ほど可決していただいた村

道の維持改修１，５７４万６，０００円、それから村道の改良

事業が８，４０３万６，０００円、約１億円の予算が計上され

ているわけでございます。地域住民のためにも非常にもう道路

整備はなくてはならない、そういう事業でございますし、これ

からも円滑な道路整備ができるようご尽力をお願いし、私の質

問を終わらせていただきます。 

議長（小林利雄君） 鳴沢村長。 

村長（小林 優君） 関連で少し説明申し上げます。 

  ご存じのように道路工事だけでなく、工事については補助金、

交付金等を使ってやらせていただくようになりました。そんな

関係で職員は専門職がいないもんで、設計から施工の監督等も

県の技術センターにお願いしたりいたしまして、標準工事を守

るようにしていただいております。そんなことで書類等も県と

同一な書類、検査も同じ県規格に合った検査等をするようにし

ております。そんな関係でどっちもまだ慣れない点もありまし

て、多々遅れている点もありますし、また建設産業経済常任委

員会からの申し入れと申しますか、当期の工事のアイオン等を

使っての工事の際には、既設のものを余りひびとか、ああいう

ものが入らないようなというような申し入れも受けております。

そんなことでどうしても村といたしましては、農業も盛んに行

われる夏場は余り工事ができません。冬に集中するわけです。

そんなことで、どうしても冬期の工事は日数も余計にかかると

いうようなことで遅れている面もあります。 

  そんなことをぜひ、遅れていいという問題ではないわけですが、
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書類等も私になってからということはありませんが、補助金を

もらうようになってから県統一検査、また段階確認等も県と同

じでやってもらっているので、工程的にもちょっと検査を受け

なければ次に移れないというような対策をとっております。そ

んなことで、施工のほうもすぐには次の作業にかかれないとい

うような場合もありますので、そんな点を踏まえて、延期等を

考慮しながら延期願等を許可しているわけでございます。そん

なことでぜひご理解をいただければと思っております。 

  以上です。 

議長（小林利雄君） これにて、渡邉雄司君の一般質問を終わりま

す。 

  次に、渡辺久男君からの水の確保についての質問を許します。

５番 渡辺久男君。 

５番（渡辺久男君） 振興課長に水の確保についてお尋ねいたしま

す。 

  今度の東北地震は記録にある中では日本で一番大きく、世界最

大級だとのことであります。津波も大きく、余震も東日本各地

であり、広域、そして日本各地に大きな被害が広がりました。

被災地の皆さんに衷心よりお見舞い申し上げます。そして、亡

くなられた人にご冥福をお祈り申し上げます。 

  鳴沢村でも長時間にわたり停電になり、生活スタイルが今はす

べて電気で大変不自由したと思います。ほかの市町村では、断

水になったところもあったようですが、鳴沢村ではならず、よ

かったと思っております。これで火事でもあったり、停電がも

っと長く続くと、ポンプで水を汲み上げているために貯水槽が

空になると自然と水道が止まってしまいます。それに地震で配

管が破損しても、やはり同じ状態で止まってしまいます。 

鳴沢村の貯水槽は、私の素人考えですけれども、凍結を防ぐ
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ためとか、水温を維持するためにほとんどが地下式になってい

ますが、貯水槽を海抜の高いところにして、地上の部分を多く

した設計で造れば、いざというときポンプなど使用しなくても、

貯水槽の上からふたをとって何本ものホース等を入れると、自

然と水を汲み出す方法がとれると思います。そして、最悪どん

な場合でも、その貯水槽まで行くと水が確保できるような、防

災を兼ねた貯水槽を造っていただきたいというか、増設しても

らいたいと思いますが、村の考えで振興課長にその点をお尋ね

したいと思います。 

  よろしくお願いします。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 渡辺久男議員の水の確保についての質問

について、お答えいたします。 

  本村の簡易水道の水源は、足和田山の湧水に依存してきました

が、昭和４０年代に地下水源が開発され、生活水準の向上と産

業経済の発展に伴い、増加する水需要にこたえるため、順次拡

張を重ね、現在は１日最大揚水量約１万トンとなっております。

１日の村内給水量は約３，０００トンであるため、通常の給水

では十分供給に応じられております。 

  今後も需要に見合った安定供給を行うため、水源涵養地の確保

や水源の環境保全、水質保全などの水質管理体制を強化してい

く必要があります。施設の維持管理についても、漏水対策や地

震などの災害対策として、老朽管の敷設替え、計画的な施設整

備と維持管理の強化が必要であります。 

  本村には現在４ヶ所の配水池があり、地下水揚水井戸施設は５

ヶ所となっております。このうち３ヶ所の配水池、三本松、大

持、五六場には震度５以上の地震、もしくは水道本管破裂など

による貯水槽内の水の流失を防止するため、異常配水量を検知
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した場合のために緊急遮断弁システムを取り付けてあります。

このシステムは設定された加速度を感知すると弁が閉じ、貯水

槽内の水を確保するシステムです。緊急遮断弁設置の３ヶ所の

配水池を合わせて約３，０００トンの水を確保することができ、

災害時には確保した水を給水車などへ給水計画をしております。 

  ご質問の貯水槽を地上部分を多くしての水槽ということですが、

現在、畑地かんがい用貯水槽で使用している高置水槽方式かと

思われますが、早急な井戸の掘削につきましては、現在給水量

が賄えているため計画はございませんが、今後必要が生じたら

検討していきたいと思います。 

  また今後、災害時の備えとして、現在使用中の井戸について停

電時でもポンプにより水を汲み上げられるように、本村の水源

の一番低い井戸に非常用発電機と高置水槽を設置し、防災井戸

として使用することも検討していきたいと思います。 

議長（小林利雄君） ５番 渡辺久男君。 

５番（渡辺久男君） 発電装置、自家発電もうんと自分も考えでい

いと思いますけれども、やっぱり非常時というのは、本当に今

度の東北大震災も同じことですけれども、予想以上のことが起

こるわけですよね。だから、その点で自然の力というか、いつ

も自然にあるものをうまく利用するということが一番生活の上

で必要じゃないかと私は思いますので、そういうことを考慮し

て、いろんなことで設計等も依頼したほうがいいんじゃないか

なと私は思いますけれども、その点はどうでしょうか。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 方式として設計に水槽の高置式というよ

うなことですので、今後そういう新たにまた設計する場合には、

そういう方式も十分検討していきたいと思います。 

議長（小林利雄君） ５番 渡辺久男君。 
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５番（渡辺久男君） じゃ、今の時点では、もう絶対水が確保でき

ているから大丈夫だという自信ですか。そこをちょっとお伺い

したいんですけれども。 

  先程もお話ししたんですけれども、やっぱり予期せぬ、ほかの

ところももう道路が遮断され、どこからも援助もないなんてい

うところがもう１週間でも続く場合があるわけですから、そう

いうことも想定しての考えでいいわけですか。 

議長（小林利雄君） 振興課長。 

振興課長（渡辺重夫君） 先程も申しましたように、まず緊急遮断

弁のシステムによってその配水池、通常３，０００トン、１日

ぐらいは賄える施設が配水池として現在３ヶ所はあるというこ

と。それから、それ以外につきましては、今、久男議員さんの

おっしゃったような、これからの井戸については、高置式のも

のについてということは、今後また順次、十分検討させていた

だきたいと思います。 

５番（渡辺久男君） どうもありがとうございました。 

議長（小林利雄君） これにて、渡辺久男君の一般質問を終わりま

す。 

  次に、小林茂澄君からの高齢者福祉についての質問を許します。

８番 小林茂澄君。 

８番（小林茂澄君） 福祉保健課長に質問します。 

  現在改築され、完成後は入居者、利用者がさらに使いやすくな

ると思われます特別養護老人ホーム、富士山荘について質問し

ます。 

  まず最初に、富士山荘の利用状況はどのようになっているので

しょうか。 

  次に、確認のためとなりますが、改築に当たっての費用、補助

金について説明してください。 
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  第３に、新たに特別養護老人ホーム等を建設する場合の国、県、

村の補助金は現時点でどれくらいあるのでしょうか。 

  以上、質問します。 

議長（小林利雄君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（渡辺一博君） 小林茂澄議員のご質問についてお答

えします。 

  まず最初に、富士山荘の利用状況についてのご質問ですが、現

在の富士山荘の入居状況は定員５０人のうち、村内者が９人と

なっており、約２５０名の方が待機の状況となっております。

そのうち、村内者８名の方が入居を待っています。この２５０

名には富士山荘のほか、富士吉田市などの４施設へ重複して申

し込みをしている方が大勢いますので、実際の待機者は少なく

なると考えられます。 

  また、平成２３年度中には、富士河口湖町に地域密着型の施設

が新規に開設される見込みとなっており、富士山荘の入居者や

待機者につきましても、新施設へ移動が考えられますので、待

機者について減少することが想定されます。このほか、デイサ

ービスセンターの利用につきましては定員２５名で、このうち

約半数が村内の方の利用となっております。 

  次に、富士山荘の改築に当たっての費用、補助金についてのご

質問ですが、現在、国庫補助事業を利用して富士山荘ではユニ

ット化のための増築工事を行っています。この工事の中には、

補助事業としての特養部分の３１床と単独事業としてのショー

トステイ部分１１床で構成されています。床面積につきまして

は、補助事業分である特養の面積４４９．２５㎡、単独事業分

であるショートステイの面積１５８．８３㎡とホール、廊下、

共同生活室などの面積１，０１５．４２㎡で、延べ床面積とし

て１，６２３．５㎡となります。このほか、既存の施設の改修
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も行います。 

  これらの増改築に要する費用は、設計監理などを含めて４億９，

８７１万６，０００円となり、このうち特養３１床分について、

１床当たり２００万円で６，２００万円が国から県と村を経由

して交付されます。当初は、県の補助として１床当たり６８万

３，０００円が交付される予定でしたが、この３月から補助単

価が上乗せされたことに伴い、県の補助は廃止されました。残

りの４億３，７７１万６，０００円は自主財源となります。 

  次に、新たに特別養護老人ホーム等を建設する場合の国、県、

村の補助金のご質問ですが、補助金の制度といたしましては、

国から県へ整備資金が交付されており、県ではこれを基に基金

を造成しております。現時点での補助単価などにつきましては、

施設により差異はありますが、主なものとしましては特別養護

老人ホーム、ケアハウスが１床当たり４００万円、小規模多機

能型居宅介護事業所、認知症高齢者グループホーム、生活支援

ハウスが１施設当たり３，０００万円となっております。この

ほか、村の財源を利用した補助制度は現時点ではありません。 

  以上で説明を終わります。 

議長（小林利雄君） ８番 小林茂澄君。 

８番（小林茂澄君） 詳しい説明、どうもありがとうございます。 

  続きまして、村長さんに質問します。 

  長期計画も平成２４年度から後期基本計画が始まり、今年度は

実情に見合った計画の見直しの時期になります。富士山荘にお

いては、５０名の定員に対して２５０名の待機者がいるという

ような状況でありまして、徐々に解消されるのではないかとい

うことですが、このように要望も強いかと思われる特別養護老

人ホームやグループホーム等の施設を今後、社会情勢や経済情

勢を見ながらにはなるかと思いますが、建設する予定はありま



－５８－ 

すか。また、高齢者福祉の現状と今後についても、鑑みながら

答弁していただきたいと思います。 

  また、今後このような施設を建設、運営したい人、または団体

が現れた場合、村からは援助を考えていますでしょうか。もし

援助をするつもりであれば、それはどのような援助を考えてい

ますか。 

  以上、質問いたします。 

議長（小林利雄君） 鳴沢村長、小林 優君。 

村長（小林 優君） 小林茂澄議員の質問にお答えいたします。 

  これは、村でつくるかという質問でよろしいかと思いますが、

私が村長をさせてもらっているうちは、ただいまの課長が申し

上げましたように、富士山荘で対応してもらいたいと思ってお

ります。 

  それと、介護保険施設の中で比較的規模の大きい施設は、今は

国や県の総量規制で新たな建設は難しく、国の方針も在宅介護

が基本となっております。こうした中、市町村では規模の小さ

い地域密着型の介護老人福祉施設や認知症対応型共同生活介護

施設の整備を推進しております。 

地域密着型施設は、市町村が公募、認可業務、指定、管理、

監査を行うこととされており、立入検査、報酬算定チェックな

ど専門的な業務が発生し、小規模町村ではこれらの対応が困難

と思われます。また、地域密着型施設の制度は、市町村合併を

想定した制度でもあると思っております。 

  これらのことにより、鳴沢村の人口規模ですと経営的に厳しい

ことが想定されます。この他にも施設を整備することにより、

サービスは充実しますが、サービスの充実に伴い、介護保険料

の上昇は避けられなくなります。仮に、村内に定員２９名の地

域密着型の特養老人ホームを建設した場合を試算してみました
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が、費用者負担の試算は、介護サービスの提供に伴う保険給付

費の増として一般会計からの繰出金８７５万円になる試算であ

ります。また、６５歳以上の介護保険料が月額１，５３０円ぐ

らい増額されると思われます。緊急の施設利用の申し出がある

場合は、近隣の市、町へお願いし、施設の利用が可能になるよ

う対応していきたいと考えております。 

  それと、施設を建設したい人が現れた場合、どのような援助を

考えているかとの質問ですが、村としての援助は制度上ありま

せん。また、施設を建設する場合にも、先程申し上げましたよ

うに村の人口、また利用希望者の割合、また雇用者数との施設

の規模的必要性をよく検討した上で、国の補助を利用すること

になろうと思われますが、私の今の段階では考えておりません。 

  以上です。 

議長（小林利雄君） ８番 小林茂澄君。 

８番（小林茂澄君） 現在の社会情勢を見てみますと、先が見通せ

ない状況ではありますが、今後も増えていくだろうと思われる

高齢者に、また村民全員に村長の名前のように優しい村づくり

を希望して質問を終わります。 

議長（小林利雄君） これにて、小林茂澄君の一般質問を終わりま

す。 

  以上で一般質問を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（小林利雄君） 以上をもって、本定例会に付議された案件の

審議はすべて終了しました。 

  お諮りいたします。 

  会議規則第４１条の規定による整理を議長に委任されたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（小林利雄君） 異議なしと認めます。よって、今期定例会に

付議された事件について、その整理を議長に委任することに決

定しました。 

  これにて、平成２３年第１回鳴沢村議会定例会を閉会いたしま

す。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後４時２９分 
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